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石教研音楽部会部長
井上 陽子
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☆音楽部会のみなさまへ ☆

今年度から、石教研音楽部会の部長になりました
井上陽子です。小原前部長をはじめ、みなさまのたく
さんの実践に支えられてきた石狩管内の音楽部会。
子どもたちが生き生きする音楽の授業を部会のみな
さまとつくっていきたいと思います。
よろしくお願いします。

【研究主題】 ３年次目の3年目（まとめ）

「豊かな感性に ときめく心を」

～互いに学び合い、高め合う多様な学習活動のあり方～

音楽がだいすき
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２人のアーティストから

①藤井風の音楽には、優しさがあふれる。言葉と
メロディーは、心を震わせ、人の心をつかむ。
彼にとっては、学校も家もそこにあるすべての
ことが音楽である。

②ドラマーよよかさんが世界に出る理由。学校の
授業をどう考えていたか。表現できる場は？



 

 音 楽 部 会 研 究 計 画 （２０２２年度） 

 

Ⅰ．研究主題 

      豊かな感性に ときめく心を 

～互いに学び合い，高め合う多様な学習活動の在り方～ 

 

Ⅱ．研究目的 

１．研究経過 

  令和３年度は，前年度に引き続き「豊かな感性に ときめく心を」というテーマのもと，児童生徒が

多様な学習活動を通して，これまで身に付けてきた力を活用し，感性を働かせ，生活と社会と関連付け

ながら，主体的・対話的・協働的な学びができるような授業を実現することを目指し，授業実践や研修

会を積み重ねるべく研究を継続してきた。 

 しかし，今年度も国内の新型コロナウイルス感染症が収まらず，さまざまな活動が制限や縮小を余儀

なくされた。とりわけ音楽科においては，合唱や歌唱，リコーダーや鍵盤ハーモニカなどの楽器を用い

た表現活動に取り組むことのできない状況が続いた。様々な制約がある中，各学校で工夫をしながらも

教育実践を行ってきた。 

 石教研全体としても昨年度は一斉開催が取り止めされた研究協議会が，短縮の半日日程とはなったも

のの開催することができ，主題に迫る研究成果を上げることができた。生の授業を部会員で参観するこ

とはかなわなかったが，映像を通しての研究協議は新しい形として十分成果を上げることができた。ま

た，実践交流でも各市町村の工夫された取組が多く発表され，大変意義のある交流を行うことができた。 

各市町村では，リモートでの協議会の開催が多くみられ，研究授業を開催することができなかった市

町村もあったが，学校や個人の実践交流に力を入れ，交流を行うことができた。今年度も新型コロナウ

イルスの影響で，学習内容がかなり制限され，実践できない内容も多くあったが，各学校や個人の工夫

された実践が多く報告され，有意義な活動を進めることができた。 

昨年度に引き続き，筑波大学付属小学校教諭である髙倉弘光氏を講師に「コロナ禍での授業・評価の

あり方」をテーマに，１月１４日に理論研修会を行いました。悪天候のため，リモートでの開催であっ

たが，「気づき」「見方・考え方」「学びのつながり」が大切であることを確認し，髙倉先生の多くの

実践を紹介していただきながら，どの教材（学年）で，どこまで何を深めるのか，プランを立て，「考

えることが楽しい」「知ることが楽しい」「表現することが楽しい」授業を進め，「深い学び」「学び

の持続に」繋げていく大切さを教えていただくことができた。 

 

２．主題設定の理由 

 新学習指導要領が全面実施された。中央教育審議会答申において「予測困難な社会の変化に主体的に

関わり，感性を豊かに働かせながら，どのように社会や人生をよりよいものにしていくかという目的を



自ら考え，自らの可能性を発揮し，よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身につけられるよう

にすることが重要である」とされた。  

また音楽科では改定における基本的な考え方として「感性を働かせ，他者と協働しながら，音楽表現

を生み出したり，音楽を聴いてそのよさや美しさなどを見出したりできるよう，内容の改善を図る」，

「音や音楽と自分との関わりを築いていけるよう，生活や社会の中の音や音楽の働き，音楽文化につい

て理解を深める学習の充実を図る」とされた。 

新学習指導要領では音楽科の教科の目標を「表現及び鑑賞の（幅広い）活動を通して，音楽的な見方・

考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽（，音楽文化）と豊かに関わる資質・能力」〔※（ ）内

は中学校の目標〕を育成することを目指すとされた。また，学習指導要領解説音楽編には「客観的な理

由や根拠を元に友達と交流し，自分の考えを持ち，音楽表現や鑑賞の学習を深めていく過程に音楽科と

しての学習の意味がある」とある。 

音楽科において児童生徒一人一人の個性や興味･関心を活かした歌唱，器楽，創作，鑑賞の多様な活動

を行う中で，音や音楽，言葉などによるコミュニケーションを図りながら学習活動に取り組み，課題を

解決していく中で身に付く力は，未来を拓く子どもたちに最も必要な力の一つである。また，協働を通

して音楽科のねらいに迫る資質・能力を育てていくことが，子どもたちがこれからの世の中をより豊か

に生きていくための大きな力の一つとなるに違いないと考え，この主題を設定した。 

                                    

３．研究仮説 

表現及び鑑賞の活動を通して，他者と協働しながら（学び合い，高め合う）多様な学習活動を行うこ

とで，音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情（ときめく心）を育むとともに，

音楽に対する感性を豊かにし，音楽に親しんでいく態度を養うことができるのではないか。 

 

Ⅲ．研究内容 

小学校…互いに学び合い，高め合う多様な学習活動の在り方の研究を行う。 

○第二次研究協議会での中心サークルによる授業を通して，研究主題に迫った授業をつくり，指導方

法を深める。 

・協働的な学び ・対話的で深い学び ・言語活動の学びの充実 

○６月に講師を招き，実技研修会を行う。   

 

中学校… 互いに学び合い，高め合う多様な学習活動の在り方の研究を行う。 

○第二次研究協議会での中心サークルによる授業を通して，研究主題に迫った授業をつくり，指導方

法を深める。  

   ・協働的な学び ・対話的で深い学び ・言語活動の学びの充実 

     ・生活や社会における音楽の意味や役割の学び合い 

○７月に講師を招き，実技研修会を行う。  

○１１月頃に講師を招き，小・中学校合同の理論研修会を行い，研究を深めていく。 

 



Ⅳ．研究方法 

１．研修会 

（１） 今年度（令和４年度）の研究の進め方に基づいた実技指導研修会を開催する。 

（２） 課題を明確にし，指導の手がかりを得るために，理論指導研修会を開催する。 

   （開催場所・内容は，次年度の第二次研究協議会開催市町村部会を優先する。） 

（３） 今次研究に有効な教材や指導事例の紹介，部会員の声や問題提起を盛り込むなど，より開かれ 

    た部会誌「石音」の発行に努め，共通理解を図る。 

２．個人，市町村部会 

（１）研究主題解明に向けて研究組織・研究の進め方について考えて確認しあい，年間構想を立案する。 

（２）学習会や実技研，授業研などを位置づけて，研究主題の実技・検証を行う。また，その資料は， 

全会員に環流する。 

（３）共同研究の利点を生かし，実践検証した研究の成果を市町村ごとに一つのレポートとしてまと

め，第二次研究協議会で発表し，全体で交流し検証する。市町村研究推進委員は，第二次研究

協議会に向けて，部会員一人一人の役割を明確にし，部会員が研究意欲を高め，推進できるよ

う連絡を密に行う。 

３．専門部会第二次研究協議会 

（１）第二次研究協議会開催市町村部会においては，公開授業，学習会，課題解明に結びつく研修の場 

を事務局と連携を取りながら設定する。そのために，開催市町村部会が中心になって研究グルー 

プを組織し，共同研究を進める。各推進委員も公開授業等の共同研究者として，推進委員研修会

の時に指導案を検討する。 

（２）市町村部会でまとめられた研究の成果を各市町村でレポートとしてまとめ，発表の方法を考え全 

体で交流し，検討する。 

  

Ⅴ．研究体制  

 １．組織 

 

 

 

 

 

  ２．各役員の業務分担 

  ○部   長      …①部会業務全般（渉外業務も含む） 
            ②あいさつ業務，巻頭言４月・２月 

                       ③「石教研情報」の原稿作成 
            ④第二次研究協議会（小学校）のアンケート用紙作成・集約 
            ⑤講師対応 

  ○副 部 長      …①研究計画立案，全般的研究方法の検討 
                        ②ホームページ作成 
            ③第二次研究協議会の小・中合同合唱交流会の計画 
            ④第二次研究協議会（中学校）のアンケート用紙作成・集約 

石教研音楽部会 推進委員研修会 市町村部会 個人 

役員研修会 



    ○研 究 員      …①『石狩の教育』執筆，小・中交代で研究員研修会に出席 
            ②実技研修会と理論研修会のアンケート用紙作成→集約→事務局長に提出 
            ③第二次研究協議会での学習会・市町村交流の計画 
   ④指導案の書き方(小学校)，レポート作成について(中学校)の案内を出す 
   

  ○教育課程研究委員…①『石狩の教育』（教育課程関係部分を作成し，研究員に提出） 

            ②実技研修会，理論研修会の記録と終了報告書の作成 
→センターと事務局長へ送付 

            ③教育課程の見直しと作成 
  
 ○事 務 局 長  …①役員・推進委員との連絡・調整 

            ②部報の原稿の集約・作成 
            ③各研修会の案内状・資料作成 
            ④石教研事務局との連絡・調整 
            ⑤実技研修会・理論研修会の講師との連絡・調整 
            ⑥実技研修会・理論研修会，第二次研究協議会の開催要項の作成 
            ⑦実技研修会・理論研修会の出席簿・参加者名簿，旅費支払い依頼書の作成 
            ⑧実技研修会・理論研修会，第二次研究協議会の会場校との連絡・調整 
            ⑨実技研修会・理論研修会，第二次研究協議会の借用書・礼状の作成，発送 
            ➉第二次研究協議会の学習会で使用する機材の確認 
            ⑪第二次研究協議会の総括 

⑫専門部会研究アンケート作成・集約・提出 
  
 ○事務局次長      …①一般会計 

            ②予算要望書の作成 
            ③研修会の記録作成 
            ④研修会準備（旅費等） 

 

＊第二次研究協議会の前日準備については，基本的に全役員参加で行う。 

Ⅵ．年間計画 

   月       研修会等 （情報誌『石音』は適宜発行） 

 ４  月 

 

市町村研究協議会・推進委員研修会①・役員研修会①・ 

専門部会第一次研究協議会 

 ５ 月 推進委員研修会②・役員研修会② 

 ６ 月 実技研修会（小学校） 

 ７ 月 実技研修会（中学校）・推進委員研修会③・役員研修会③ 

 ８ 月  

 ９ 月 市町村研究協議会 

 １０月 役員研修会④・拡大推進委員研修会④・専門部会第二次研究協議会 

 １１月 役員研修会⑤・推進委員研修会⑤・理論研修会 

 １２月 役員研修会⑥ 

  １月 推進委員研修会⑥・役員研修会⑦ 

   ２月 市町村研究協議会 

   ３月  

                                                                   （文責 深谷 仁史） 
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＜部 ⻑＞ 恵庭市⽴和光⼩学校  井上 陽⼦ 
＜副部⻑＞ 江別市⽴中央中学校  深⾕ 仁史 
＜事務局⻑＞ 北広島市⽴⻄の⾥⼩学校  岸本 さおり 

＜事務局次⻑＞ 江別市⽴北光⼩学校   阿部 郁 
＜⼩学校研究員＞ ⽯狩市⽴花川南⼩学校  ⾚井 諒⼦ 
＜中学校研究員＞ 千歳市⽴富丘中学校  中村 優⾐ 

＜教育課程研究員⼩学校代表＞ 恵庭市⽴和光⼩学校 菅原 直美 
＜教育課程研究員⼩学校＞恵庭市⽴恵庭⼩学校 ⼩⽥桐 千夏 
            恵庭市⽴恵庭⼩学校 ⽜渡 聖⼦ 

            恵庭市⽴和光⼩学校 ⼤⾕ 育 
            恵庭市⽴和光⼩学校 ⻘⽊ 郁 
            江別市⽴野幌若葉⼩学校 佐々⽊ かおる 

＜教育課程委員中学校代表＞⽯狩市⽴浜益中学校 ⽯井 紀実⼦ 
＜教育課程委員中学校＞ ⽯狩市⽴樽川中学校 浦嶋 史⼦ 
            厚⽥学園 ⼤吉 幸 

＜千教振推進委員＞ 千歳市⽴⻘葉中学校 茶園 みさ⼦ 
＜恵教研推進委員＞ 恵庭市⽴恵みの旭⼩学校 佐藤 裕⼦ 
＜広教研推進委員＞ 北広島市⻄部中学校 ⼭本 聖緒⼦ 

＜江教研推進委員＞ 江別市⽴いずみ野⼩学校 内海 由紀⼦ 
＜当新研推進委員＞ 当別町⽴⻄当別中学校 笹⾕ 直之 
＜⽯教振推進委員＞ ⽯狩市⽴緑苑台⼩学校 林 絢⼦ 

 
宜しくお願いします。 

 

2022 年度役員紹介 


